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 地震動のフーリエ位相特性に着目した既往の研究の中には，過去に発生した大地震とそれに伴う特定の

余震による地震動のフーリエ位相特性は概ね類似していることが指摘されている例がある．このことは，

将来の大地震による地震動を予測する上で，余震をはじめとする中小地震による地震動のフーリエ位相特

性が大変有用であることを示唆している．本論文では，例として2003年十勝沖地震(MJMA8.0)を取り上げ，

将来想定される大地震による地震動とその震源域周辺で発生した複数の中小地震による地震動のフーリエ

位相特性の類似性を定量的に評価し，フーリエ位相特性の類似性と中小地震の発生位置の関係を示す． 
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１．はじめに 
 
 過去の地震観測記録に基づいて，将来の大地震に

よる地震動を予測する研究は従来から行われており，

地震動予測の対象地点において地震観測記録を収集

することの重要性は広く認識されている．既往の研

究の中には，地震観測記録の重要な情報のひとつで

あるフーリエ位相特性に着目し，2003年十勝沖地震

と特定の余震あるいは特定の中小地震の観測記録の

フーリエ位相特性について比較検討し，2003年の地

震の震源域近傍で発生した中小地震による地震動の

フーリエ位相特性は2003年の地震による地震動のフ

ーリエ位相特性と良好に類似していることを示した

例がある1),2)． 
このように，想定される大地震の震源域近傍で発

生した既往の地震による地震動のフーリエ位相特性

は，将来の大地震による地震動の予測にとって有用

な情報であると考えられる．したがって，断片的に

だけではなく，体系的にフーリエ位相特性について

検討することは，将来の大地震による地震動を予測

する上で大きな意義があるといえる． 
著者らは，2003年十勝沖地震の観測記録が得られ

た地点について，その地点で得られた複数の中小地

震の観測記録のフーリエ位相特性と2003年十勝沖地

震の観測記録のフーリエ位相特性を比較し，その類

似性を定量的に評価し，フーリエ位相特性の類似性

と地震発生位置との関係を体系的に検討している．

本論文では，それらの検討結果を報告する．具体的

には，まず，フーリエ位相特性の類似性に関する検

討手法について述べる．次に，本論文で対象とした

十勝支庁の3つの強震観測地点(KiK-netのTKCH06(芽
室)，TKCH07(豊頃)，TKCH08(大樹))及び釧路支庁

の3つの強震観測地点(KiK-netのTKCH02(足寄東)，
KSRH02(阿寒南)，KSRH09(白糠南))ごとに2003年十

勝沖地震及びその震源域近傍で発生した複数の中小

地震による地震動のフーリエ位相特性を比較し，そ

の類似性を定量的に評価し，地震発生位置に応じて

フーリエ位相特性の類似性がどのように変化するか

について検討する． 
 
 
２．フーリエ位相特性の類似性に関する検討手

法 
 

本論文では，2003 年十勝沖地震による地震動のフ

ーリエ位相特性との類似性を検討するため，マグニ

チュード 4.5 以上かつ 7.0 以下，震源深さ 70km以下，

震央距離 200km未満の条件を満たす，十勝支庁の強

震観測地点である KiK-net の TKCH06，TKCH07，
TKCH08 及び釧路支庁の強震観測点である KiK-net
の TKCH02，KSRH02，KSRH09 の 6 地点において

観測された 48 の中小地震記録を採用する．図-1 に，

本論文で検討対象とする強震観測地点(▲印)，中小

地震の震央位置(☆印)，2003 年十勝沖地震の破壊開

始点(×印，気象庁発表)及び 2003 年十勝沖地震の不

均質震源モデル 1)を示す． 
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いのは，2003年の地震のアスペリティのうち，各地

点で観測された地震動への寄与が大きいと考えられ

るアスペリティ付近で発生した地震である傾向が比

較的大きいことを確認した．この結果は，将来想定

される大地震による地震動を予測するために，中小

地震による地震動のフーリエ位相をフルに活用する

強震動評価手法例えば3),4)を用いる場合，中小地震を

選定する際のある程度の指針となり得ることを示唆

している．ただし，前章でも述べたように，本論文

で用いたフーリエ位相の類似度を示す指標は，必ず

しも万能ではないため，用いる指標については今後

より詳細な検討が必要である． 
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THE RELATION OF FOURIER PHASE CHARACTERISTICS OF GROUND 
MOTIONS AND LOCATION OF EPICENTERS 

 
Atsushi WAKAI and Atsushi NOZU 

 
   According to a few of conventional studies focused on Fourier phase, it is pointed out that there are 
some examples in which Fourier phase characteristics of a ground motion from an aftershock  of a past 
damaging earthquake is similar to that of a ground motion from a mainshock. This means that Fourier 
phase characteristics of ground motions from small earthquakes like aftershocks can be useful in order to 
predict ground motions from scenario earthquakes in the future.  

This paper presents, by using the 2003 Tokachi-oki earthquake (MJMA8.0) as an example of a past 
damaging earthquake, the quantitative relation between the similarity with respect to Fourier phase 
characteristics of   ground motions and location of epicenters on small earthquakes which happened in 
Tokachi Area, Hokkaido, northern Japan.  


